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畿
験
蓑
票
日
竺
＋
吉

”
こ
の
一
票
く
ら
し
と
政
治
に
か
け
る
橋
〃

　
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
最
高
裁
判

官
の
国
民
審
査
と
同
時
に
、
十
二
月

二
十
七
日
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
公
職

選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
選
挙

人
名
簿
の
登
録
万
法
が
つ
ぎ
の
よ
う

に
取
扱
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。一

、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　
れ
る
要
件
は
ま
ず
住
民
基

　
本
台
帳
住
民
登
録
に
記
録

　
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
選
挙

　
人
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

ー
、
定
時
登
録

　
海
隼
九
月
一
日
現
任
に
ょ
り
、
選

　
挙
醤
理
委
韻
会
が
職
権
（
本
人
の

　
申
出
が
い
ら
な
い
）
に
よ
り
、
資

　
格
を
調
査
し
て
、
選
挙
人
名
簿
に

　
脊
録
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

2
、
選
挙
時
登
録

　
醗
挙
が
あ
る
た
び
に
、
登
録
の
基

　
準
■
従
覧
期
間
等
を
選
挙
管
理
委

　
員
会
が
定
め
て
、
職
権
に
よ
り
資

　
格
を
調
査
し
て
、
選
挙
人
名
簿
に

　
脊
録
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．

3
、
補
正
登
録

　
前
記
1
、
2
に
よ
り
脊
録
さ
れ
る

　
資
格
の
あ
る
者
で
、
名
簿
か
ら
脱

　
漏
し
て
い
る
者
が
、
そ
の
資
格
を

　
証
す
る
資
料
（
転
出
入
証
明
轡

　
等
）
を
提
示
し
、
か
つ
醒
挙
管
理

　
委
員
会
が
盗
格
あ
り
～
認
め
た
も

　
の
を
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る

　
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
補
正
登

，

録
は
、
期
日
を
間
い
ま
せ
ん
の
で

選
挙
の
当
日
で
も
申
出
が
で
き
ま

す
が
選
挙
の
入
場
券
が
配
布
さ
れ

れ
は
、
脱
漏
等
が
わ
か
る
筈
で
あ

り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
、
な
る

　
べ
く
選
挙
の
期
目
前
三
日
ま
で
に

選
挙
管
理
委
昌
会
に
申
出
て
、
そ

　
の
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

二
、
十
二
月
二
十
七
日
に
執

　
行
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
総

　
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所

　
裁
判
官
国
民
審
査
に
は
次

　
の
方
が
新
た
に
選
挙
権
が

　
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

①
住
所
要
件

　
昭
和
四
十
四
年
九
月
六
日
以
前
に

　
本
市
に
転
入
し
、
引
続
き
選
挙
の

　
期
日
ま
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

　
ま
た
実
際
に
居
住
し
て
い
る
者

②
年
令
要
件

　
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日

　
で
鉦
令
満
二
十
才
に
な
っ
て
い
る

　
者

　
（
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八

　
日
以
前
に
出
生
）
し
、
前
期
①
の

　
住
所
要
件
に
該
当
す
る
者

　
　
工
業
調
整
に

　
　
ご
協
力
を

一　
昭
和
四
十
四
年
工
業
調
査
が
こ
と

し
も
十
二
月
三
十
一
日
現
佳
で
実
施

一さ
れ
ま
す
。
年
末
で
な
に
か
と
ご
多

忙
と
は
思
い
ま
す
が
、
該
当
調
査
串

　
一
項
に
ご
記
入
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た

暫
毒
編
奮
に
提
出
く
だ
さ

．
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
調
査

覆
統
計
法
に
よ
つ
て
醤
等
ら

π
ま
す
．

不
在
者
投
票
は

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に

　
投
票
の
当
日
各
所
属
の
投
票
所
で

投
票
で
き
な
い
者
（
見
込
み
の
者
も

含
む
）
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
棄
権
し
な
い
よ
う
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

麟
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る

　
期
問

①
衆
議
院
議
員
選
挙
の
不
任
者
投
票

〈
市
議
会
だ
よ
り
V

議
員
定
数
を
28
人
に

　
第
四
回
定
例
市
議
会
は
、
去
月
二

十
八
日
か
ら
今
月
五
い
ま
で
開
か
れ

ハ一
昭
和
四
十
三
任
度
決
鼻
認
定
、
児
童

皿
手
当
、
電
度
心
身
障
害
看
手
当
支
給

蘇
装
二
士
嚢
を
霧
し

一［
ま
し
た
。
主
な
議
案
処
理
結
果
は
っ

ぎ
の
タ
お
り
で
す
が
　
本
任
三
月
上

程
番
議
中
だ
っ
た
、
議
、
饅
定
数
減
に

つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
定
数
は
二

十
八
人
に
修
正
可
決
さ
れ
、
つ
ぎ
の

一
般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
議
案
処
理
結
果

◎
昭
和
四
十
三
年
度
決
算
認
定
可
決

◎
清
掃
条
例
の
一
部
改
正
条
例
呵
決
．

◎
児
童
宇
当
及
び
重
度
心
身
障
害
者

　
手
当
条
例
、
文
教
厚
生
委
員
会
に

付
託
。
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金婚夫妻を祝う
　市内65組に記念品

　
十
日
町
老
八
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
而
祉
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

去
月
二
十
日
市
役
所
で
市
内
の

金
婚
夫
妻
に
お
祝
い
の
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
出
席
し
た
金
婚
天
妻

は
、
六
十
五
組
で
市
内
川
原
町

福
原
謙
吉
さ
ん
（
七
五
）
同
ト
ミ

さ
ん
（
七
。
）
が
代
表
し
て
記
念
品

を
受
け
た
あ
と
、
全
員
が
市
役

所
庁
舎
を
見
掌
し
て
め
で
た
い

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

【
写
真
は
金
婚
天
婁
の
慶
硯
記

念
品
伝
達
式
】
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十
二
月
七
日
か
ら
十
二
月
二
十
六

日
ま
で
の
閥
。

②
最
高
裁
判
所
裁
判
冒
国
民
審
査
投

　
票

　
十
二
月
十
七
日
か
ら
十
二
月
二
十

六
日
ま
で
の
間
。

二
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る

　
人

①
選
挙
人
が
、
而
の
区
域
外
に
拘
い

　
て
、
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中

　
者
。

②
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
、

　
ま
た
は
事
故
の
た
め
市
の
区
賊
外

　
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
仕
中
で
あ
る

　
者
。

③
醒
挙
人
が
疾
病
、
角
傷
、
妊
娠
、

　
老
農
、
不
具
若
し
く
は
産
褥
に
あ

　
る
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
で

　
あ
る
者
等
。

　
な
お
、
不
仕
者
投
票
は
、
そ
の
該

当
亭
由
に
よ
り
、
本
市
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
す
る
者
、
他
の
市
町
村
で

す
る
者
、
ま
た
県
の
選
挙
管
埋
委
員

会
が
指
足
し
た
病
院
（
十
日
町
病
院

中
条
病
院
、
上
村
病
院
、
町
豆
犀
南

病
院
、
小
千
谷
総
合
病
院
）
等
で
、

す
る
者
等
そ
の
方
法
が
異
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
亭
前
に
選
挙
管
理
委
員

会
（
電
語
七
ー
三
一
一
一
内
線
二
四

五
番
、
ま
た
は
膏
線
五
二
五
一
一

番
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
政
見
放
遽
の

　
　
日
時

　
来
る
十
二
月
二
十
七
日
執
行
の
衆

議
院
議
員
総
選
挙
で
新
潟
県
第
四
区

選
挙
区
の
官
候
補
者
が
、
テ
レ
ビ
及

び
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
行
な
う
政
見
放

送
の
日
時
が
次
の
と
拘
り
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
放
途
局
名
、
放
送
月
日
、
放
送
時

一
間
、
放
送
順
序
の
順
v

皿〔
テ
レ
ビ
〕

▽
B
s
N
　
十
二
月
十
九
日
（
金
）

（
午
後
五
時
～
五
時
三
十
分
（
三
†

分
）
腫
塚
田
徹
、
高
鳥
修
、
須
藤
友

三
郎
、
木
島
喜
兵
衛
、
大
竹
太
郎
の

順
▽
N
H
K
　
十
二
月
二
十
日
（
土
）

午
後
九
時
十
分
5
九
時
四
十
分
（
三

十
分
）
”
大
竹
太
郎
、
高
鳥
修
、
須

藤
友
三
郎
、
塚
田
徹
▽
N
H
K
　
十

二
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
七
時
四

十
分
～
八
時
十
分
（
三
十
分
）
“
大

納
税
標
語
入
選
者

表
彰
式

　
十
日
酊
税
務
署
で
は
、
さ
き
に
管

内
中
学
生
か
ら
標
詰
を
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
去
月
†
四
臼
伺
署
で
入

選
者
の
表
彰
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

な
⑯
十
日
町
市
内
の
関
係
は
四
人
で

庭
野
守
啓
召
（
十
中
二
年
）
が
代
表

竹
爺
高
罐
墾
三
三
と
し
螺
、
記
念
品
髪
も
ら
い
ま

塚
田
徹
、
木
島
喜
兵
衛
▽
N
S
T

十
二
月
二
十
五
日
（
木
）
午
前
八
時

ニ
ャ
五
分
5
八
時
五
十
五
分
（
三
十

分
）
”
大
竹
太
郎
、
高
鳥
修
、
須
藤

友
三
郎
、
塚
田
徹
、
木
島
喜
兵
衛
。

〔
ラ
ジ
万
〕

▽
N
H
K
十
二
月
十
八
日
（
木
）

午
後
一
時
三
十
二
分
～
二
時
（
二
十

八
分
）
“
大
竹
太
郎
、
高
鳥
修
、
須

藤
及
三
郎
、
塚
田
徹
、
木
島
兵
衛

▽
B
S
N
　
十
二
月
二
＋
四
日
（
水
）

午
後
二
時
5
三
十
分
）
H
塚
田
徹
、

高
鳥
修
、
須
藤
友
三
郎
、
木
島
喜
兵

衛
、
大
竹
太
郎
。

明
る
い
年
末
、
年
始
を

　
年
末
、
年
始
は
人
と
車
の
往
来
が

激
し
く
、
し
か
も
天
候
が
悪
く
な
っ

て
、
ス
リ
ッ
ブ
寧
故
、
追
突
郵
故
、

踏
切
で
の
列
宙
に
衝
突
事
故
が
毎
隼

起
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ク
リ
ス
マ

ス
、
忘
年
会
、
新
年
会
と
特
に
酒
を

飲
む
機
会
が
増
え
、
よ
っ
ぱ
ら
い
運

転
に
よ
っ
て
事
故
を
⑯
こ
す
も
の
が

毎
年
多
く
な
っ
て
い
る
状
滉
で
す
。

ま
た
、
年
末
の
忙
し
さ
、
年
始
の
気

職
員
の
態
度
が
よ
い

　
　
　
　
　
税
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
十
日
町
税
秘
署
で
は
、
去
月
「
納

耕
者
の
声
を
聞
く
削
聞
」
行
事
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
納
税
肴
の
税
に
つ
い

て
の
ア
ン
ク
ー
ト
を
輿
施
し
ま
し
た

が
、
税
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
送
付
件
数

三
百
の
う
ち
、
回
答
白
七
十
一
で
、

回
答
率
五
†
七
％
で
し
た
が
、
内
容

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
し
た
。

一
、
課
税
は
公
平
に
行
な
わ
れ
て
い

　
る
と
思
い
ま
す
か
。

①
は
い
三
十
二
②
い
い
え
九
十
③
わ

か
ら
な
い
四
＋
八

二
、
税
務
職
員
の
態
度
は
よ
い
で
し

　
ょ
う
か
。

①
は
い
百
七
②
い
い
え
三
十
八
③
わ

か
ら
な
い
二
十
五

三
、
税
務
署
か
ら
の
文
書
は
わ
か
り

　
や
す
い
で
し
ょ
う
か
。

①
は
い
百
玉
②
い
い
え
四
＋
六
③
わ

か
ら
な
い
＋
八

四
、
納
耕
者
の
声
を
聞
く
旬
間
を
ご

　
存
知
で
す
か
。

①
は
い
百
二
＋
五
②
い
い
え
四
†
三

五
、
税
の
相
談
d
を
ご
序
知
で
す
か

①
は
い
百
五
†
一
②
い
い
え
†
九

六
．
粗
税
教
室
を
ご
存
知
で
す
か
．

①
は
い
四
十
六
、
②
い
い
え
百
二
十

二

の
ゆ
る
み
な
ど
か
ら
犯
罪
が
お
き
た

り
、
火
灰
発
生
も
多
く
な
る
時
節
で

す
。
ご
う
い
う
不
幸
な
箏
故
を
起
さ

な
い
よ
う
、
家
族
ぐ
る
み
で
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止

・
自
動
車
に
は
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
、
チ

　
ュ
ー
ン
を
装
備
し
よ
う
。

・
路
面
「
応
じ
た
安
全
速
度
を
守
ろ

　
う
。

・
急
発
薩
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ

　
ー
キ
を
や
め
よ
う
。

・
踏
切
は
必
す
一
端
停
止
し
て
渡
る

　
こ
と
。

・
飲
酒
し
た
人
に
は
、
運
転
を
さ
せ

　
な
い
。

・
つ
か
れ
た
人
に
運
駄
を
さ
せ
な
い

・
横
断
の
際
は
手
を
澄
げ
で
、
合
図

し
て
か
ら
渡
る
。

・
自
分
の
歩
．
行
安
全
に
責
任
を
も
っ

年
末
、
年
始
の
防
犯
運
動

・
戸
締
り
等
厳
重
に
し
て
、
空
巣
そ

　
の
他
盗
難
防
止
を
各
目
注
意
す
る

・
人
ご
み
の
甲
は
、
ス
リ
、
置
引
き

　
ひ
っ
た
く
り
等
犯
罪
が
拘
き
や
す

　
い
か
ら
注
意
す
る
。

・
被
害
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
直
ぐ

　
警
祭
、
駐
在
所
に
届
け
出
る
こ
と

し
た

　
【
写
真
は
飛
彰
さ
れ
た
庭
野
君
】

灘禰一
火
事
、
救
急
は
一
一
九
香

速
い
通
報
少
い
損
害

　
十
日
町
消
防
署
調
ぺ
に
よ
る
火
災

一
発
生
状
硯
は
、
十
二
月
十
H
現
任
三

㎜
十
九
件
で
、
全
焼
†
一
件
、
半
焼
一

件
、
小
火
＋
八
件
で
、
こ
の
う
ち
死

者
一
名
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
期

．
の
火
災
発
生
件
数
三
十
二
件
、
全
焼

四
件
、
半
焼
二
件
、
小
火
二
十
件
に

比
べ
ぐ
ん
～
増
え
て
い
ま
す
．

暖
房
等
で
火
気
を
取
扱
う
季
節
で

5
纏
撰
楼
雛
甕
聯

衡
類
，
篠
灘
㎜

す
の
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
雪
囲
い
、
避
難
口
の
確
保

・
焼
燃
器
具
の
正
し
い
取
扱

・
危
険
物
へ
灯
油
、
石
油
等
）
の
貯

蔵
取
扱
万
法

・
火
の
元
点
検

ね
た
き
り
老
人
見

舞
金
支
給

　
市
で
は
、
去
る
九
月
市
内
の
ね
た

き
り
考
人
に
見
舞
金
を
支
給
す
る
条

件
を
決
め
ま
し
た
が
、
去
月
二
十
五

日
、
本
町
田
口
栄
吉
さ
ん
ほ
か
七
十

二
人
に
支
給
し
ま
し
た
。
麦
給
金
額

は
、
九
月
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
三

ヵ
月
分
で
、
総
額
二
十
一
万
六
千
円

で
し
た
．

　
川
治
保
育
所
開

　
設
に
寄
付

　
▽
紅
臼
幕
三
枚
、
鋸
と
い
三
枚
“

川
治
保
育
所
毅
置
委
員
会
▽
壁
鏡
“

田
倉
呉
服
店
（
本
町
二
丁
目
）
▽
柱

時
計
”
大
館
孝
三
（
高
山
）
▽
柱
時

計
二
”
山
岸
設
計
事
務
所
（
昭
和

町
）
▽
鏡
u
新
川
屋
建
設
工
業
（
川

治
）
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

●帰

）
9～》ぐマン

ン
、

Oo麟

（明Ulよわが身に1（悲しみの交通’15故）

市内交通事故発生状況

年
期

前
同

　6

118

災
済
者

　
　
　
　
1
　
59

通
共
入

咬屠加

44．H．30現在

ノ
　
　
　
　
　

　
　
　
11

者
　
者

　
　
　
傷

死
　
負

　
　
水
道
検
針
日
の
臨
時
変
更

　
来
俸
一
月
の
水
道
検
針
、
集
金
日
は
、
一
日
か
ら
三
日
ま
で
正
月

休
暇
の
た
め
、
毎
月
の
各
家
庭
の
検
針
集
金
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
三

日
づ
つ
繰
り
さ
が
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
水
道
課
の
年
末
支
払
日

十
二
月
　
二
十
三
日
　
　
二
十
四
日

　
　
年
末
の
郵
便
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
年
賀
状
は
二
十
二
日
ま
で
に

　
郵
便
の
年
末
ラ
ッ
シ
ュ
を
控
え
て
郵
便
局
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

ご
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
伍
賀
状
の
受
付
は
、
十
五
目
か
ら
は
じ
ま
り
二
十
二
R
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
．
あ
て
名
は
く
わ
し
く
は
っ
き
り
と
、
郵
便
番
号
を
お

書
き
下
さ
い
。
ま
た
薙
賀
状
は
、
市
内
県
内
県
外
の
三
つ
に
分
け
て

束
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
に
付
せ
ん
を
つ
け
て
拘
出
し
下
さ
い
。

　
お
年
玉
つ
き
で
な
い
は
が
き
は
、
表
面
の
左
側
に
「
年
賀
」
と
朱

記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
役
所
の
電
話
は

　
　
　
　
　
七
局
三
一
一
一
番

　
市
役
所
に
電
話
の
お
か
け
に
な
る
と
き
、
最
近
市
内
局
番
（
七
局

を
二
局
と
か
け
る
）
間
違
い
で
、
他
の
会
社
に
と
き
ど
き
ご
迷
惑
を

か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
正
し
い
番
号
で
お
か
け
く
だ

さ
い
．

市
役
所
の
代
表
番
号
は
、
七
局
の
三
一
ロ
一
番
で
す
。

　
　
入
場
券
の
半
片
は
必
ら
ず

　
　
受
け
取
り
ま
し
よ
う

正
月
の
休
暇
に
は
、
映
画
舘
に
而
で
か
け
の
機
会
も
多
い
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
映
画
舘
で
は
、
入
場
す
る
際
窓
口
で
入
場
券
ま
た
は
前
売
券
の
半

片
を
切
り
取
っ
て
、
入
場
看
に
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
映
画
舘
に
入
場
す
る
際
は
、
こ
の
半
片
を
を
必
ら
す
受
取
っ

で
ス
場
税
が
完
全
に
納
枕
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

納
税
の
お
す
み
に
な
ら
な
い
万
は
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
に

お
納
め
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
寄
　
　
付

　
市
内
城
之
古
、
高
橋
秀
雄
さ
ん
は
十
一
月
†
二
日
消
防
庁
舎
増
築

資
金
乙
し
て
、
三
千
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
．

　
　
衆
議
院
議
員
選
挙
立
会
演
説

と
き

十
二
月
二
十
日
午
後
七
時

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
舘

政
見
発
表
順
序

大
竹
太
郎
、
高
鳥
修
、
塚
田
徹
、
須
藤
友
三
郎
、
木
島
喜
兵
衛。

i
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市
道
に
も
緊
急
確
保
路
線

　
　
　
　
　
　
　
今
冬
の
雪
害
予
防
計
画
決
ま
る

　
十
日
酊
．
雨
防
災
会
議
、
雪
害
特
別

委
員
会
は
、
去
る
十
日
市
役
所
で
開

か
れ
、
昭
和
四
十
四
年
度
雪
害
予
防

計
画
実
施
要
領
を
つ
ぎ
の
と
霜
り
決

め
、
今
冬
の
雪
害
予
防
に
万
全
を
期

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
要
領
は
、
関
係
県
出
先

機
関
、
市
内
雪
害
対
策
関
係
団
依
、

報
道
機
関
、
市
民
各
層
の
ご
協
力
に

よ
り
実
効
が
期
さ
れ
る
も
の
で
、
道

路
変
通
の
確
保
、
飯
山
線
、
バ
ス
の

運
行
、
燃
料
、
食
糧
対
策
、
電
力
電

話
障
害
の
排
除
等
体
制
と
対
策
が
く

わ
し
く
示
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
除

男
に
つ
い
て
は
、
①
市
道
の
除
雪
延

長
が
三
十
八
％
の
伸
び
を
示
し
た
こ

と
②
一
種
、
二
種
路
線
に
分
け
、
緊

急
確
保
路
線
を
指
定
し
た
こ
と
で
あ

藩
暴
欝
鰭
難

の
移
行
の
基
準
．
緊
急
時
に
お
け
る

非
常
路
線
の
確
保
、
駐
車
、
車
両
対

策
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
常
時

か
ら
緊
急
時
へ
の
移
行
の
基
準
は
十

七
ヵ
所
の
観
測
を
指
定
し
、
警
戒
積

雪
深
を
二
麟
と
し
、
日
降
雪
量
が
五

日
本
噸
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
十
日
町
小
器
楽
ク
ラ
ブ

去
蘇
蕪
雛
難
籔
け
騒
藷

れ
た
全
日
本
リ
ー
ド
合
奏
大
会
で
同

大
会
鮫
高
の
特
別
優
秀
賞
を
う
け
ま

の
熱
心
な
努
力
が
実
を
結
ん
だ
も
の

で
す
。

十
移
を
こ
え
た
場
合
は
、
異
状
降
雪

時
と
し
て
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

　
除
雪
路
線
は
、
県
と
市
で
路
線
区

分
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
、
市
道
の
第
一
種
除
雪
路
線
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。
本
町
西
線
、
山

本
高
山
線
、
島
一
、
二
号
線
（
衛
生

セ
ン
タ
ー
、
と
畜
場
）
本
町
西
線

（
山
本
二
七
号
線
～
警
察
署
）
新

座
中
央
線
の
四
・
五
五
♂
層
で
す
。

　
な
お
除
雪
の
さ
ま
た
げ
と
な
る
よ

う
な
、
駐
翠
甫
両
に
つ
い
て
は
、
警

察
署
、
土
木
廓
務
所
に
連
絡
、
要
請

を
行
な
う
■
こ
と
に
定
め
て
お
り
ま

す
の
で
ご
協
ヵ
く
だ
さ
い
。

冬
の
臨
時
駐
車
禁
止
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
が
交
通
規
制

　
県
雪
害
予
防
計
画
実
施
要
領
に
も

と
づ
き
、
十
五
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
冬
期
間
、
臨
時
交
通
規
制
を
実

施
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
す
で
に
県
管

理
路
線
の
う
ち
、
駐
電
禁
止
に
な
っ

て
い
る
区
間
、
つ
ぎ
の
区
閥
を
駐
車

禁
止
す
る
も
の
で
す
。

・
国
道
一
一
七
号
線
戸
下
条
小
学
校

変
差
点
～
大
井
田
小
学
校
）
七
千

七
百
競

・
国
道
一
一
七
号
線
（
六
箇
入
口
≧

入
間
）
二
千
三
百
麿
）

・
駅
通
り
四
百
移

・
セ
ン
タ
ク
ロ
ス
～
田
川
町
六
百
層

新
入
学
児
出
里
の

　
　
　
　
　
健
康
診
断
は
届
き
ま
し
た
か

　
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
小
学
校

に
就
学
予
定
の
児
童
で
、
ま
だ
健
康

診
断
等
の
連
絡
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
至
急
所
轄
の
学
校
、
ま
に
は
市

教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
川
西
町
の
境
界
～
十
口
町
橋
三
千

二
百
麿土

地
や
家
を

売
っ
た
場
A
目

の
税
金
は

　
土
地
や
、
家
屋
な
ど
を
譲
渡
し
た

と
き
は
、
所
得
税
を
納
め
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。

　
譲
渡
所
得
に
は
個
人
の
も
っ
て
い

る
土
地
や
、
家
屋
の
ほ
か
機
械
器
具

巨
…
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…
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一
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一
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葦
一
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一
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一
…
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胴
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水道事業の
せらお知

　
昭
和
囚
十
三
年
度
の
決
算
状
況
と

昭
和
四
十
四
年
度
上
半
期
の
決
算
状

況
静
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
拡
張
工
事
及
び
一
般
改
良
工
事
は

第
三
年
目
に
あ
た
り
、
一
部
計
装
設

備
を
除
き
、
予
定
ど
お
り
完
成
し
、

拡
張
新
区
域
を
は
じ
め
、
既
設
区
域

へ
完
全
．
給
水
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
有
収
水
量
は
、
前
年

比
十
五
・
二
％
増
の
十
八
万
一
千
立

方
移
と
な
り
、
決
算
で
、
手
三
百
六

十
三
万
円
の
純
利
益
を
あ
げ
ま
し
た

そ
の
処
分
は
、
今
後
の
健
全
経
営
の

た
め
、
減
債
積
立
金
及
び
建
静
改
良

積
立
金
と
し
て
、
自
己
資
本
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

　
四
＋
四
年
度
上
半
期
の
業
務
状
況

は
、
給
水
有
収
墨
二
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
．

　
ま
た
、
拡
張
函
業
は
最
終
年

度
で
着
女
と
工
影
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
中
条
地
区
の
新
た
な

給
水
区
域
へ
の
編
入
と
配
水
管

布
設
計
圃
路
線
に
つ
い
て
そ
の

主
要
道
の
拡
巾
工
事
、
或
い
は

維
持
管
理
の
趣
旨
か
ら
本
設
工

法
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
、

全
体
計
画
が
一
部
変
更
と
な

り
、
完
成
年
次
を
一
銭
延
長
す

る
運
び
と
な
っ
た
た
め
、
総
事

業
費
も
、
二
億
八
千
刀
円
か
ら

三
億
円
の
補
正
増
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
◎

区　　分
S441卜度　　　S43∫1・度

L麹」　 L糊
増　　　減

増加（減） 比　率

給水戸数工 5，440　　　　5．1（殿 336 6．6

配1総水嗣
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一
水
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3。昭和43年度水道事業剰余金処分計算書

　　　　　　　　　　　（昭和44年11月28日議

L当‘F1監以拠分利益乗1余金　　　　　16，146，327円

2。利益剰余金処分額

　　　（1）減債債、冠オ　5，（越5，〔川11

　　　（2臨撒「嚇、歴　魍16，（略，0〔）0
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4．昭和43年度給水業務量の状況
較
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　15．2
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143年度
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　　①昭和43年度水道事業決算状況
　　冒損益計㌻雄（rl塑隼比）．（日塑銅月川より1麹4’川1川主て）

「語華＿「＿＿、．烈

1合計i6・，7C3，6315（1，6語，愛5r1。，。戴4。颪i．81

費　用

負偵・資本31，150万円

2）．貸借対照表

　　　　　　資産31，150ノ∫円

　　科目昭和4鍛1㈱42年度1増比減程犀

1：難☆謙懸
』隻豊＿ 輿鯉些攣禦些職・坐II9些』
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2・貸借対照表（前年度比）　（昭欄年胡31暇

　資　産
　　　　　　．　” 上1噸吏　1

日召禾【142■卜1套＝　　　　一一一一＿＿科　　目 昭和姶年度　昭和42年度
比　　　較

増　　減 比率
1．固定資産

279巫遡嘱3韻，622円
46，140，317 19．8％

2．流動資産 　　　　　　25，祖8，251 22，824，722 2，523，529 11．1

3．繰延勘定 373，000 　　468，000 △　　95，000 △20．0

合　　計 　　　　尉305，128，190　ゐ6，559，344 48，568，846 18．9

昭1鷺鷺器に烹藷毛
藷織蜘壷蓬崖
16・M7・612117，361，795 △1，214，1831△7．（）

　　　　　　ヒ　　　　ー　　　 　　　　　　一　　　　
305，128，19〔）i256，弱9，344 49，568，鴎6 18．g　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

耳Fl定負債

293万円

　　　　　　　　昭和44年度上半期業務状況

巫遙圃　 （昭和4期舳卜昭手044年9月30日まで

　　　　　　　　　　　　　　収益3，306ノ∫F1
”，　費用2，469ノ∫円　　　　　　　　＿

1　　一一　r、彦毎一
債
円
齢

，雰、心

　　　　＼￥　　　　　　、＼、益
円
割 ．欝油而

流動負
　　28万

負債及資本

科　目

1．固定負債

2．流動負債

3。資本金

4，剰余金

彰～
■

オ
ー

　　　　　　　　純利

繰延勘定837ノ
＿　32ノ”弓

両’定資産

29・認咳II

流動資産
　1，738ノ∫F

裳外収益
113万円

砺営業収益
3，193万

oθ

　　　営業蝦
　　　　723厚II

塾　　　純利益
　　　837万円

o禽

’酋襯，llイ

船
舶
、
借
地
権
、
漁
業
権
、
特
許
権

な
ど
を
譲
渡
し
た
と
き
も
含
ま
れ
ま

す
。こ

と
し
は
、
こ
の
譲
渡
所
得
の
課
税

に
つ
い
て
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

　
つ
ま
り
、
譲
渡
所
得
は
こ
れ
ま
で

は
、
ほ
か
の
所
得
と
総
合
し
て
税
金

を
計
算
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四

十
五
年
分
か
ら
は
土
地
、
家
屋
の
譲

渡
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
所
得
と
切

離
し
て
単
独
に
税
金
を
計
算
す
る
い

わ
ゆ
る
「
分
難
課
科
」
の
方
法
が
と

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
分
の
譲
渡
所
得
の

う
ち
の
土
地
家
屋
の
譲
渡
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
他
の
所
得
と
総
含

し
て
課
税
す
る
方
法
と
分
離
し
て
課

税
す
る
方
法
の
う
ち
ど
ち
ら
か
有
利

な
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

霜
り
ま
す
．

　
ま
た
、
課
税
の
方
法
で
は
、
土
地

な
ど
の
保
有
期
間
を
五
年
を
さ
か
い

に
し
て
、
畏
期
譲
渡
所
得
と
短
期
譲

渡
所
得
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
譲
渡
所
得
や
、
短
期
譲
渡
所

得
の
金
額
は
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ

ま
す
。

　
譲
渡
代
金
ー
　
（
売
っ
た
資
産
の

　
取
得
費
＋
仲
介
手
数
料
な
ど
の

　
譲
渡
費
用
）
　
H
畏
期
（
短
期
）

　
譲
渡
所
得

　
長
期
譲
渡
所
得
の
税
金
は
普
通
の

場
合
次
の
算
定
で
計
算
し
ま
す
。

　
譲
渡
所
得
i
百
万
円
（
特
別
控

　
除
額
）
×
税
率

税
率
は
譲
渡
時
期
が
昭
和
四
十
四
、

四
十
五
、
四
十
六
年
中
　
　
　
十
％

四
十
七
、
四
十
八
年
中
　
　
十
五
％

一飼
十
九
、
五
十
年
中
　
　
　
二
十
％

蔑
た
、
取
得
費
の
計
算
が
簡
曽

な
り
、
譲
渡
代
金
の
五
％
と
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．
し
か
し
実

際
の
取
得
費
の
ほ
う
が
五
％
相
当
額

よ
り
高
い
と
き
は
実
際
の
取
得
費
に

ょ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
に

　
　
　
五
年
の
か
け
金
で
三
万
円

　
国
民
年
金
が
で
き
た
と
き
に
、
任

意
加
入
さ
れ
な
か
っ
た
明
治
三
十
九

年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
に

で
き
る
だ
け
早
く
拠
出
制
の
老
齢
年

金
を
う
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
も
う

一
度
加
入
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う

い
わ
ゆ
る
五
年
年
金
制
度
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
そ
の
灘
備
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
に
は
こ
の
五
年
年
金
に

該
当
す
る
人
達
の
う
ち
、
す
で
に
加

入
し
て
い
る
人
は
二
万
五
千
人
で

す
．
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
あ
な

た
も
加
入
し
ま
し
ょ
う
．

　
乙
の
五
年
年
金
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
の
で
、
い
ま
か
ら
そ

の
手
続
を
す
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
．　

保
険
料
は
月
7
5
0
円

　
た
だ
し
、
俣
険
料
の
免
除
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
加
入
期
間
は
5
年
問

　
た
だ
し
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一

日
か
ら
の
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
の
期
間
が
あ
る
人
は

そ
の
期
間
と
今
回
加
入
さ
れ
た
国
民

年
金
の
期
間
を
あ
わ
せ
て
十
年
に
な

る
ま
で
の
期
間
で
す
。

　
　
も
ら
え
る
年
金
の
種
類

　
　
と
年
金
額
は

◇
老
齢
年
金
　
　
三
万
円

　
　
　
　
　
　
（
月
二
千
五
百
円
）

　
五
年
お
さ
め
て
六
十
五
才
に
な
っ

た
と
き
や
、
六
十
五
才
に
な
っ
た
後

五
年
の
保
険
料
を
お
さ
め
終
っ
た
と

き
。

◇
通
算
老
齢
伍
金

　
　
　
三
百
二
十
円
×
納
め
た
月
数

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
厚

生
年
金
、
船
員
保
険
．
共
済
組
合
な

ど
の
加
入
期
間
と
国
民
年
金
の
加
入

期
間
と
あ
わ
せ
て
十
年
に
な
っ
た
と

き
。

、
◇
瞳
害
年
金
　
十
二
万
円
（
一
級
）

　
　
　
　
　
九
万
六
千
円
（
二
級
）

　
一
年
以
上
の
保
険
料
を
引
続
い
て

納
期
に
き
ち
ん
歯
．
お
さ
め
て
い
る
人

で
、
思
い
が
け
な
い
病
気
や
け
が
で

瞳
害
者
と
な
っ
た
と
き
。

◇
死
亡
一
時
金
　
一
万
円

　
三
年
以
ヒ
お
さ
め
て
死
亡
し
た
と

き
．

箇めぐ段
丘
地
に
築

か
れ
た
要
窒
・

　
水
沢
の
伊
達
部
落
の
東
方
段
丘

上
に
。
城
平
6
（
じ
ょ
う
の
ひ

ら
）
と
い
う
地
各
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
Σ
が
伊
達
城
の
跡
で
す
．

　
っ
＼
じ
原
に
つ
マ
く
第
二
段
丘

の
突
端
が
三
角
状
に
つ
き
出
た
部

分
に
城
跡
が
あ
り
ま
す
．

　
三
方
を
深
い
断
崖
が
と
り
ま
き

東
側
だ
け
が
地
続
き
に
な
っ
て
い

ま
す
。
中
央
に
壊
を
め
ぐ
ら
し
、

東
西
三
十
層
、
南
北
三
十
五
材
の

二
の
丸
と
、
そ
の
西
側
に
深
さ
二

・
五
齎
、
底
巾
一
材
の
大
き
な
空

壕
と
土
塁
を
ま
わ
し
た
本
丸
が
あ

り
ま
す
．

　
さ
ら
に
西
端
の
尾
根
を
空
壕
と

土
塁
で
区
切
る
な
ど
、
南
北
朝
時

代
の
遺
構
を
よ
く
残
し
て
い
ま

す
．　

伊
達
と
い
う
部
落
名
は
．
舘

（
た
て
）
ρ
の
転
詑
し
た
地
名
だ

と
も
い
わ
れ
、
近
く
に
土
豪
の
居

舘
が
あ
り
、
伊
達
城
は
そ
の
要
害

城
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

南
北
朝
時
代

の
梵
字
碑

　
大
、
黒
沢
の
”
．
石
仏
8
の
田
ん
ぽ

の
ア
ゼ
か
ら
高
さ
八
十
移
の
自
然

石
に
爾
弥
陀
（
キ
リ
ー
ク
）
8

、
観
音
（
サ
）
∬
　
”
勢
至
（
サ

ク
）
σ
の
三
字
の
梵
字
の
下
に

僧
正
平
八
年
八
月
十
七
日
、
施
主

敬
日
、
と
刻
ん
だ
梵
字
碑
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
．
し
か
も
そ
の
碑

の
下
か
ら
二
体
分
の
人
間
の
火
葬

骨
が
ぎ
っ
し
り
詰
っ
た
須
恵
器
の

骨
壷
が
み
つ
か
り
ま
し
た
．

　
正
年
八
年
（
一
三
五
三
）
は
今

か
ら
六
百
十
六
年
前
の
南
北
朝
の

争
乱
時
代
で
す
。

　
こ
の
あ
た
り
は
、
南
朝
の
た
め

に
忠
誠
を
つ
く
し
た
新
田
氏
の
一

門
で
あ
る
羽
川
氏
の
領
地
で
し
た

の
で
・
前
年
の
正
平
七
年
に
長
岡

　
伊
達
域
の
城
主
も
羽
川
氏
だ
と

考
え
る
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。

　
馬
場
部
落
の
東
北
万
、
第
二
段

丘
の
突
角
部
に
こ
ん
も
り
と
木
∬

の
茂
っ
た
一
角
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
N
が
∬
か
た
が
り
域
醒
と
よ

ぱ
れ
て
い
ま
す
．

　
北
は
入
馬
川
の
浸
蝕
谷
が
け
わ

し
い
断
露
を
つ
く
り
、
東
南
面
は

土
塁
と
空
壕
を
ま
わ
し
、
そ
の
中

央
が
本
丸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
醸
．
二

　
　
　
　
〆
⇔
「
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
”
か
た
が
り
城
貨
と
い
う
名
称

は
地
形
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
城
主

年
歴
な
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
位

伊
達
城
と

　
　
　
　
か
た
が
り
城
水
沢
⑧

の
地
蔵
堂
近
く
で
戦
死
し
た
部
将
　
置
か
ら
考
え
る
と
馬
場
舘
の
要
害

の
供
養
塔
と
し
て
梵
字
碑
が
建
て
　
城
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
　
　
馬
場
舘
と
い
う
の
は
、
現
馬
場

て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
校
の
敷
地
に
あ
っ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
前
は
巾
九
擁
、
深
さ
五
齎
、
長

さ
三
十
数
屑
と
い
う
大
き
な
壕
が

残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
建
築

　
の
際
に
埋
め
た
て
＼
し
ま
っ
た
と

い
う
話
で
す
．
こ
の
舘
も
南
北
朝

　時代に

は
新
田
氏
の
一
族
、
鳥
山

氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
戦
国

略
時
代
に
な
る
と
上
杉
謙
信
の
家
臣

乾
大
炊
之
守
（
い
ぬ
い
・
お
お
い

の
み
か
み
）
が
居
城
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
越
後
水
沢
駅
の
南
に

　は

済
水
釆
女
（
う
ね
め
）
の
居
舘

と
伝
え
ら
れ
る
水
沢
舘
跡
が
あ
り

ま
す
。

　
　
線
路
わ
き
の
水
田
が
僅
か
に
昔

の
壕
の
あ
と
を
残
し
て
い
る
だ
け

で
、
ほ
と
ん
ど
舘
の
面
影
は
あ
り

ま
せ
ん
．

　
（
市
商
工
課
長

　
　
　
　
　
　
　
佐
野
良
吉
）

　
　
　
　
　
　
　
…
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